
｢青森 県小泊村の地誌 的考察｣

佐 藤 均

<はじめに>

青森県北津聾郡小泊村は山村振興法適用地域 として指定されてお9,漁村 としての性格と山

村 としての性格との両方葱兼ね備えたいわゆる臨海山村 としての典型的な姿を示 しているO当

村においては交通の俵が悪 く他地域または他文化圏との交通が不十分なために村の性格はいき

おい孤立的なものとな9がちであるO生活環境面からみても厳 しい面が多 く,海VC面 した漁村

でありながら漁業だけでは生活が成 9立たず,農巣 林業にも従事せねばなら覆いこと, さら

vcこれら第1次産業VCつけ加えて出稼ぎ, 日雇いと多角的vc経営 してゆかねばならないという

厳 しい実態がある. 小泊村は総面積の87%も占める国有林にかかわれ,軒先国有林村と呼ば

れてかD,それが村を大 きく特徴づける一要因となっているo閉鎖的を臨海山村 として今日ま

で成長 してきた小泊村であるが,津軽国定公園に指定されることとな9観光資源の開発が改め

てクロ-ズア ップされてきている.その

意味で小泊～竜飛間の縦貫道路の建設が

進められていることは今後の村発展のた

めVC大 きなプラスとなろう.以上のよう

なことから小泊村はある転換期VC立って

いるといえようO

(Ⅰ)
小泊村は標高100m以上の山岳地帯

が総面積の67%も占めてかD,村落と,i

耕地は残 Dのわずか21Kh2に追いやら

れ,平地は小泊川流域VCわずかに開けて

いる.下前地区vlかいては家屋が平坦地

に立地 しているところは:全 くな く傾斜

30度もある斜面vc-ば9つ くようVC階

段状をなして密集 している. ここVC2068人とい う過密とも思われる人口が集中 している.

そのため地すべ9,がけ崩れ,大規模を火災をどの被害が多発 してか9安全対策が早急に望ま

れている.気候は積雪も割合少なく,気温 も小泊村仲を流れる対馬海流のため青森県平均
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(10℃ )エ91度 ぐらい高 く在っている. しかし折戸付近の海岸部では強い北西風のために

飛砂の筈がひどく,冬VCは吹きたでPができやすく,交通途絶e)原因となることが少を くない.

人口は6000人前後VC落ちついているが若年層の村外流出が増加 して野P,幼児の自然増加

老齢屑の長寿命化がその穴 うめをしている状態である.人口の停滞vc戟べ世帯数は一定の伸び

を示 してお9, 1世帯当94.6人と小家族化が進んできている.

虹)

第一次産業以外の産業の振興が望め夜い当村では水産業菅軸vc農林業,出稼ぎなどVCよって

生活が支えられている.耕地の狭少を当村では農業 よ9水産業の万VCウェイ トが重 くかかって

いる.そのため水産業に従事 しているかたわら自給用として米,野菜,豆類をどを作付 してい

る例が多くみられる｡小泊沖は地上する対馬暖流,南下するリマン寒流,太平洋から陸奥湾を

通って流入 してくる親潮,黒潮の錯綜vCよ9水産資源の豊富を漁場に恵まれてか9,江戸時代

の昔から漁業とともに村の歴史が形成されてきたといえよう.最近の漁獲高をみると金額面で

は昭和46年に20億円奇突破するという発展ぷPをみせているが数量的には,やや乱獲気味

(表1) 漁 家 数 (世帯 ) 昭和43年 11月1日 のため昭和

総 数 l個 人t経 営 体 漁 船 (隻 ) L 漁 獲 金 額 r247 ㌧竺動力 .I船外竺 き146呈 78 iT l動力船 34,790万円1
160

651 漁 業!L世帯 握 手:.I404 漁業労賃額別世帯数 10万円未満 10-30障 oo 二10500まlZ 円

42年をピ
ークに下降

線をたどっ

ている.特

に小泊近海

の漁場は不

振vc落ち入9,沖合でCJ操業を余儀なくされているため漁獲数量は伸び悩みの状態が続いてい

る.漁家奴は651戸であるが個人経営体は247戸で他は雇われ漁業労働者 として働 きに出

ている世帯である.個人経営体においては無動刀船と小型動刀船 (5トン未満 )菅もつものが

大部分で非常に小規模の経営体が多い.先述の如 く沖合漁業が余儀をくされている今日,無動

プ}船,小型船では操業が幽難を極め,かつ危険菅伴をうようになってくるので,早期近代化が

望まれているものの小規模零細経営体にとっては思うにまかせない現状である.漁業従事者世

帯では年間100万円以上eJ収入は困難で漁業不振のときは出稼ぎ, 日雇い夜どvCよ9収入不

足を補っている.次に村経済官支えてゆく漁業における今後の課題について考えよう. 先述の

ようvc漁獲金額にあ>いては急敵を増刀陀 みているが, これは魚価格の高騰VCよるもので,数量

の増加によるものではない.金額の伸びによ9魚民の生活VCゆとDができてきたわけではな く,

諸物価cj著 しい上昇,近代化への設備投資など支出も増大 しているのである｡ ここで注目した

-35-



いのほ,金額の伸びVC比べ,数量の伸び悩みの状態であるo今までのただ ｢獲る｣だけであっ

た方式を ｢育てる漁業｣として進めてゆく必要があ9,その意味でアワビ,ホクテの養殖,ア

カザラ月の放流など今後推進されてゆかねば在らないと思われるOまた沖合漁業が進むVCつれ

て,漁船が大型化 近代化するのは必至であるが,小泊,下前両港vcは造船設備がをく,港湾

の竣漠 と共vc考えてゆくべき点といえよう.次vc農業vCついて述べようO耕地の少をい当村VC

おいて農業は各農家の生活を潤すだけの力をもちえをい｡そのため農業VC従事 している者は女

子の大部分と比較的高年齢層の男子で,若年男子の就業は特vC減少 している.それだけ農業vc

対 して悲観的 副次的産業としての意識が堆くなってきているようである. 水田は小泊川流域

vcわずかVC開け,畑は山地の斜面を切 り開いた小区画のものが多い.農家数 392戸のうち専

(表2) 農 家 数 (1970-1971) 業農家は5戸だけで他は兼業VC

総 数l戸)392 耕 地規模別(ha) 85 85 87 LO 1.5

未満 ～87 ～LO1 ～1,5～2.0*#

332I;36 18 ; 5 … 1

専 業兼業別 専 業5 兼 業 ー

計 l農が主 兼が主

より生計をたてている｡農家1

戸当Dの平均耕地所有面積は

n286haとおよそ農業経営

とはいいがたい.そのよう夜中

で比萩的明るい素材と覆ってい

るのが近年VCおける畜産の振興である｡肉用牛,豚の飼育が盛んVCをってお9,-戸で多数を

抜かうようVCをってきた｡小泊村の場合,放牧用共用林野の開発の余地がまだまだあ9,畜産

物の消費市場の開発,流通機構の確立 価格変動に対する対策の確立などの点が解決されれば,

村経済の一端を坦 う産業 として成長することが可能と覆ろう｡豊富な林産資源をもつ小泊村で

あるが,その大半が国有林野である｡ これらの林野は伐採地,放牧地,薪炭原野 としての利用,

母沢地区vCおける水源滴蕃機能の維持増進や土砂流失の防止の役割を果たしてか9,さらに村

民VCとって欠かせ貴い収入源として小泊村国有林を管轄する市浦営林署の作業員 としての雇用

がある. これも通年雇用なら条件も良いが,定員外作業員としての雇用vC覆ると条件も厳 しく,

村民の好敬場とはをPえず,若年層の流出を食い止めるだけの職場とはいえず老齢者の作業員

が多い.他の産業はほとんど振わず漁船機具製造業,国有林の払い下げをうけての木材木製品

製造業と地元資源VC立脚 した産業がみられる程度である.以上の産業だけで村民e)生活が成9

立っているわけではな く,近年vCかいては出稼ぎが各産業VCおける収入の不足を補 って生計を

支えている例が多 くをってきた.その背景には村内vCおける現金収入源の貧弱さがある. そ こ

で出稼ぎは現金収入の不足を補なうという目的から今日にかいては家計を支える重要な収入源

とを9つつあ9,出稼ぎは一種の職業 として考えられるようVCをってきた. この出稼ぎも小泊

地区と下前地区とではもつ意義がやや異そる.小泊地区VCかいては:,出稼ぎVC依存する度合が

強 く,漁業従事世帯では漁閑期VC世帯主が出稼ぎVC従事するが農林業世帯VCかいては世帯主が
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農林業を妻や老人にまかせて3-12月に出稼ぎをして,冬期間は失業保険で生活するという

出稼ぎ依存型の世帯が多い. これに対し下前地区における出稼ぎのウェイトはさほど高 くをい.

農林業が困難な当地区では水産業世帯が大半で漁業に対する依存率が小泊地区より大きい.そ

こで漁期の3-12月は漁業VC従事 し,漁閑期の12-3月に出稼ぎ菅行ない,漁業収益の不

足を補在っているケースが多い｡次に出稼ぎの先と職種をみると青森県が多いがその部分は八

戸に集中してお9イカ釣りと水産加工が主夜職種である.北海道- も水産関係の出稼ぎが多い

(表3) 出稼 ぎ先 と職 種 (昭和 45年度の例 )

r-Il

･､種し 漁 業 建 設 製 造 他 計

青 森 177 22 1 180

東 京 37 61 15 1 77

北 海 道 21 15 73

大 阪 38 13 lt 51

工 業 14 】 9 F 23

神 奈 川 26】 24 1 21 52

が,ニシン漁衰退と

共に北海道-の出稼

ぎ者は減少の傾向菅

示 し,代って関東,

関西地区-の出稼 ぎ

が目立ってきた｡中

で愛知県-の出稼ぎ

職種は紡績関係のも

ものが多 く,労働内容も軽作業夜ためVC女子の格好の出稼ぎ地として注目されてきている.

血)

小泊村菅含む大部分の臨海山村地域VCかいては,目前に広がる ｢海｣を生活資源として利用

することは困難を状態であ9,逆に地域の発展にブレーキをかけてV,ることが少をく覆い.そ

のようを地域のうちで小泊村は ｢海｣を割合に有効的に利用できる恵まれた形の臨海山村とい

えようOそこで恵まれた水産資源をいかVC確保 し,水産業の永続的を繁栄を図ってゆくかが大

きをポイントと在る｡-また小規模夜耕地,政府VCよる減反政策をどから農業VC対 してある程度

の見切Pがつけられ,その日は出稼ぎに向けられるように夜9,その出稼ぎ奮こく当9前の姿

としてとらえる傾向が強く在ってきた.目をもう一度足元に向け,漁村として,国有林偏重村

として,農村としての小泊村がもっている性格を生か した産業を組み立ててみる必要があるO

さもないと,どん どん若年層が村外に流出すること,出稼 ぎ期間の長期化夜どの諸要件から,

小泊村の存在観が次第に失夜われつつあるとvlうことは否め覆い事実である.かとvlって今ま

での小泊村の姿をこのまま存続させて行けばよいということではない.観光開発,交通網の整

備夜どが進んでいる今日,今までの孤立 した臨海山村から大きく脱皮 した村特有の豊か夜水産

資源,農林資源菅生かし,さらに観光地 としての要素を折9込んだ,総合的夜見地に立った村

政の運営がのぞずれるO
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